
様式第３号 

令和６年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 39 学 校 名 静岡県立静岡農業高等学校 校 長 名 望 月 康 弘 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

１ 

豊かな人間性

を育む教育と

安全・安心な

教育活動の推

進  

・生徒会とＰＴＡ安全委員

が合同で行う街頭指導の

実施。 

 

 

 

 

・千代田消防署と連携した

防災訓練の実施。 

 

 

・地域防災訓練参加率 80％

以上。 

 

 

 

・定期的な登校指導、挨拶

運動の実施。 

・身だしなみ検査初回合格

率の全校平均 85％以上。 

 

 

・年間貸し出し数を全校で 

2500 冊、一人当たり４冊

以上。 

 

・全校生徒対象の芸術鑑賞

教室を９月に実施する。 

 

 

 

 

・朝食摂取率年間平均 97％

以上を目指す。 

 

 

 

 

 

 

・学校生活を含め不安を感

じている新入生に対し

て、安心して高校生活を

送れるように早めに対策

を講じる。必要に応じて

スクールカウンセラーと

のカウンセリングを実施

する。 

・体調面から心身の状態を

把握し必要な生徒には早

めに面談等を実施し見守

る。 

・相談したい時にいつでも

相談できる体制を整え

る。 

 

 

 

 

 

 

・関係法規を遵守し、安全

点検を日常的及び定期的

に（年５回）実施する。 

・春・夏・秋・年末の交通安全週間に合わ

せた街頭指導が行われ、のべ 11 名のＰ

ＴＡ安全委員に参加頂き、本校周辺で挨

拶及び交通安全を呼び掛けた。 

 

 

 

・２回防災訓練を行った。例年２回目の訓

練では静岡市千代田消防署の協力で訓

練を行っていたが、本年度も日程が合わ

ず実施できなかった。 

・地域防災訓練は、積極的に生徒の参加を

求める町内と、一部の役員だけで行う町

内と差が大きく、参加率は悪いが、生徒

の意識が低いわけではない。 

 

・登校指導を年間 24 回、挨拶運動を６回

と計画通りに実施できた。 

・身だしなみ検査初回合格率は、現在まで

90.4％で、目標数値を達成できた 

 

 

・全校の貸し出し冊数は、1/17 時点で、

既に 2,450 冊となっている。３月末には

一人当たり４冊以上を達成する見込み

である。 

・９月６日全校生徒を対象に芸術鑑賞教室

を実施し、琉球伝統歌舞「琉神」による

演奏・舞踊を鑑賞した。体験コーナーも

含め生徒から好評を得た。 

 

 

・朝食摂取率調査を２回（１，２学期）全

校で実施した。その結果は６月が 95．

7％、10 月は 96．2％であった。 

 

 

 

 

 

・新入生全員に対する１分間カウンセリン

グの実施。 

・シグマテストの実施（1年生） 

・スクールカウンセラーとの連携 

 

 

 

 

・全学年の生徒に対して学校生活に関する

アンケートの実施。（1学期） 

 

 

・相談室の常時開放。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中間、期末テスト期間に定期点検を行っ

た（年５回）。関係法規に基づき安全点

検表を整備した。８月に HACCP（食品安

全）講習会を実施した。 

・重大事故発生なし。 

総務 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 Ａ 

 

 

 

 

 

図書 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 Ａ 

 

・街頭指導に参加した保護者から、流通通りの

交通量の多さと、人・自転車・バイク・車が

混在する中で、本校生徒のマナーの良さに驚

いたとお褒めの言葉をいただいた。しかし、

遅刻ギリギリで登校する生徒に対する心配

の声があった。生活習慣の改善に向けての呼

びかけが必要。 

・静岡市千代田消防署と行う訓練の内容を、再

考しなければいけない。避難所開設ゲームな

どを使い、生徒に防災について考えさせた

い。 

・来年度以降も、状況を見て判断させる。学校

としてもフォローを考える。 

 

 

 

・学年による格差は多少あるが、合格率は昨年

同様、高かった。しかしながら頭髪に関して

は個人的に指導が難しい生徒もできてきて

いる。今後検査の在り方を検討する時期に来

ているのかもしれない。 

 

・貸し出し冊数の目標は、達成することが出来

た。引き続き図書館利用が増えるよう、快適

な環境作りや新たな活用方法を考えていき

たい。 

・目の前で生の歌舞・演奏や演劇を鑑賞できる

芸術鑑賞教室は、演者の熱量をダイレクトに

受け、感動を得られる貴重な場となってい

る。豊かな感性を育む機会として来年度以降

も実施していきたい。 

 

・１，２学期ともに事前から朝食摂取の意識付

けのため生徒やクラス担任への呼びかけを

行った。目標の 97％には届かなかったがそ

れに迫る数値となった。３年生の不摂取が目

立ち今後の課題である。朝食を摂取しない生

徒の個別指導や生活習慣等も指導していき

たい。 

 

・５月末に 1年生に 1分間カウンセリングを施

した。(おおよそを含めて)90％の生徒が学校

生活に満足していると回答した。 

気になる生徒については担任教諭から改め

て話を聞いていただき、教員間で情報を共有

し見守っている。 

 

 

・全校生徒にアンケートを実施した。 

現在のところ、87％の生徒が学校生活に満足

している（どちらかといえばも含めて）と回

答している。 

・体調面に関しては、酷暑のせいか約 3割の生

徒が頭痛、睡眠不足などの体調不良を訴えて

いる。面談希望の生徒には担任教諭から話を

聞いていただいた。今後も継続して見守りを

実施していく。 

・生徒自ら相談室に訪問することは極めて少な

い。各担任教諭の手厚い見守りのおかげであ

る。 

 

・点検項目を明確にし、記録（可視化）するこ

とができた。落下物の排除や棚固定の確認を

目視で行い、日常的に安全・安心な教育環境

の維持を行っている。 

・改善項目が可視化され、現状把握や修繕・更
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新申請につなげることができるようになっ

たが、施設・設備の老朽化にともなう不備は

長期的な取組みが必要となる。 

２ 

生徒の学ぶ意

欲を高め、論

理的、科学的

思考力の育成

と特色ある教

育活動の展開 

・漢字、計算力、英単語テ

ストの計画的な実施。 

 

 

・平成 30 年告示の学習指導

要領への対応。 

 

 

 

 

・授業参観週間において、

ＢＹＯＤを含むＩＣＴを

活用した授業を公開す

る。 

・年間の研修テーマとして

「授業改善のためのＩＣ

Ｔ研修」を継続し、県教

育センターと連携して、

教員の応用力向上のため

の研修を実施する。 

 

 

 

 

・各種発表、競技会県大会

において複数の入賞。 

・農業鑑定競技会全国大会

において入賞４件以上。 

・計算力テスト、英単語テストを予定どお

り実施した。漢字テストは、業務の見直

しにより年間６回実施した。 

 

・平成 30 年告示の学習指導要領について、

シラバスや年間指導計画の作成支援と

取りまとめを行い、県の指導を受けつつ

対応を行った。 

 

 

・授業参観週間において、ＩＣＴを活用し

た授業を行い積極的に公開した。（６月） 

 

 

・８月に Classroom による Meet や

GoogoleChat の活用法と実践、ChatGPT

の有用性とその弊害を職員全体研修で

行った。９月の定期訪問では、「授業改

善のためのＩＣＴ研修」の研修を行い、

4 名の教諭の具体例を通して、ＩＣＴ活

用についての理解をさらに深めた。 

・授業参観週間において、さらにＩＣＴを

活用した授業を行った。（10 月） 

 

・【県大会】意見発表：最優秀２人・優秀

1 人（出場者全員入賞）、平板測量競技

会：最優秀 

・【関東大会】意見発表：優秀２人 

・【全国大会】10 月岩手大会 

農業鑑定競技６人入賞（優秀賞） 

教務 Ｂ 

教科 Ｂ 

 

 

教務 Ａ 

 

 

 

 

 

研修情報 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 Ａ 

・計算力テスト、英単語テストを予定どおり実

施した。他のテストより漢字テストのみ回数

が多いことは、以前より懸案としてされお

り、今回業務の見直しを行った。 

・学習指導要領に関する対応は良好だった。来

年度教育課程について、クラス減及び教員定

数減への対応として総合選択科目を見直し

た。総合選択の在り方については、来年度も

継続して検討する。 

 

・授業やＨＲ活動でＩＣＴ活用が確実に定着し

てきている。今後もＩＣＴを効果的かつ有効

に活用する授業を推し進めていきたい。 

・今年度からＢＹＯＤが全学年で本格的にスタ

ートした。Classroom の作成・配信・確認

や、外部のＷｅｂアプリの活用など着実に

前進している。運営、管理体制等の整備も

少しずつ解決している。Classroom の活用

法を中心としたＩＣＴ活用の理解を深め、

授業改善へと活かしていく研修を行うこと

ができた。生徒、教員ともデバイスを全員

持っているので、積極的・意欲的な活用を

今後も継続的に考えていきたい。 

 

・意見発表では、生産系では昨年に続き関東大

会に複数名参加した。環境系では平板測量競

技会２年連続最優秀を取得し、知識・技術の

高さを示した。代表者選考まで校内指導体制

が確立されており、充実した指導が行われて

いる。 

・農業鑑定競技会では、新しい区分に対応する

ことができた。農業電子図書館を導入した成

果が出ている。 

・プロジェクト発表校内大会では地域連携・課

題解決型の研究発表が増加した。今後、更に

発展・充実させたい。 

３ 

キャリア教育

の充実と生徒

一人ひとりの

進路実現  

・就職、進学決定率 98％以 

  上。 

・１、２年キャリア講演会、

進路ガイダンス、３年生

就労に関する講話等の実

施。 

 

 

 

 

 

・「アグリマイスター顕彰制

度」への申請を年 20件以

上すすめる。 

・日本農業技術検定２級 

合格 10 名以上。 

・1月中旬において就職、進学決定率 97%。 

就職内定者 94名（一般企業 88名、公務

員 6 名）進学者 111 名（四年制 42 名、

短期大学 17 名、専門学校等 52名） 

・キャリ講演会、進路ガイダンス、就労に

関する講話等は、計画通りに実施するこ

とができた。 

 

 

 

 

・アグリマイスター17名認定 

（前期）シルバー４名 

（後期）プラチナ１名、ゴールド３名、 

シルバー９名 

・農業技術検定 ２級 15名合格 

（第１回：7月）２級８名、３級 113名 

（第２回：12 月）２級７名、３級 27 名 

進路 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業 Ｂ 

・目標の 98％はほぼ達成可能な状況となって 

いる。面接指導、小論文指導、進学補講等、 

全職員による指導体制が成果に結びついて

いる。 

・Handy 求人管理システムの導入により、生徒

個々の端末で時や場所を選ばず求人情報が

検索できるようになった。 

・Google Classroom での進路情報の伝達や、 

就職用履歴書のＰＣでの作成などにより、就

職指導が円滑に行われた。 

 

・ＦＦＪ検定中級を新設した成果もあり、前年

比 10人増加したが目標には届いていない。 

・制度に準じた資格取得、学習活動の機会を増

やし、生徒への周知を強化する必要がある。 

・農業技術検定は全学系指導が充実し、合格率

は全国を上回っている（７月実施：３級校内

83％/全国 67％、２級校内 73％/全国 24％）。 

・３級受験を２年生で実施しているため、２級

受験増加に向けた継続指導が難しい。 
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４ 

学校行事、部

活動、課外活

動等に主体的

に取り組む生

徒の育成 

・ＰＴＡと連携した教育講

演会の開催及び静農祭で

の取り組みを活性化す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・部活動県大会以上の壮行

会実施。 

・部活動の目標と活動成果

を共有する地域連携活動

の実施。 

・本年度は 110 周年記念講演会があるため

教育講演会という名称は使わなかった。

講師は、卒業生でもあり爬虫類動物園

iZoo の園長白輪剛史様を招き、「夢を実

現するために大切なこと」という題目で

講演を聞くことができた。ＰＴＡ総会と

は別日ではあったが、ＰＴＡ会長を中心

に同窓会役員の参加もあった。 

・制限のない静農祭が開催された。ＰＴＡ

模擬店は開始時間を１時間遅らせ、ＰＴ 

Ａ役員も生徒の活躍・発表を一緒に楽し

むことができた。模擬店は、伸し餅・切

り餅・磯辺焼き、お汁粉、フランクフル

ト、田舎こんにゃくを販売することがで

きた。 

 

・部活動の目標については、4月の部活動 

オリエンテーションを通じて共有し、活

動成果については年度末に報告会を実

施できた。 

・３年生運動部の壮行会を 4月に実施して

その後は県大会・東海大会・農業クラブ

の壮行会を実施した。 

総務 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 Ａ 

・来年度は、講師に東京・パリパラリンピック

車いすバスケット選手の藤本怜央選手を迎

え、健常者として生きている生徒に、挫折と

それを乗り越える力、仲間・家族の大切さ、

スポーツや文化のすばらしさを伝えたい。 

 

 

・今年も、大盛況・完売となり、生徒と共に静

農祭を盛り上げることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

・全国高校総体で女子ハンドボール部が３年連

続で東海大会に出場した。 

・３年の鈴木結菜さんが全国高等学校スポーツ

クライミング選手権大会に出場した。 

 

５ 

産学官や地域

との連携・貢

献活動等によ

る、農業高校 

魅力化の推進 

・校外でのイベントに積極

的に参加する。 

・学校祭・農場販売で積極

的な地域交流を行う。 

 

 

・各学系・学科で講師招請

や現場見学、交流活動を

実施する。 

・全ての専門科目において

端末を活用したプロジェ

クト学習を推進する。 

・学校見学会では多くの中学生に部活動を

披露した。校外でのイベントがあれば積

極的に参加をしている。部活動単位だけ

ではなく、友愛委員で声掛けを行い、ボ

ランティアにも積極的に参加している。 

 

・県の事業、大学との連携等を活用し、全

ての学系で講師招請を実施した。関係団

体と連携したインターンシップも実施

（土木系列）。 

・端末を活用した学習活動が導入２年目で

定着した。生徒は、学習記録（画像撮影

含む）、ファイル共有、情報伝達、発表

活動を主体的に活用している。 

・農業電子図書館を生徒端末に全員登録し

たことで、関係情報の閲覧・収集が改善

された。 

生徒 Ａ 

 

 

 

 

 

農業 Ａ 

・学校祭においては本年度より制限を設けずに

実施して、多くの一般のお客様が来場して学

校祭を無事行うことができた。また吹奏楽部

や園芸部、食品科学部を中心に地域との交流

イベントを積極的に実施した。 

 

・年度当初に予定された講師招請以外にも、Ｊ

Ａや大学、関係団体から協力・要請もあり多

くの講師を招請することができた。 

・現場見学や産官学連携、イベント参加機会や

要請はあるが、時間的、費用的制約もあり実

現できないものもあった。 

・地域交流や連携で学ぶ機会も増えてきてい

る。ＳＮＳでの情報発信も大幅に増加した。 

・学級減の影響や学習内容との関係性も考慮

し、連携する対象や内容を精査していく必要

がある。 

６ 
学校の情報化

と校務処理等

の合理化推進 

・学校行事等は積極的にホ

ームページにアップす

る。（週１～２回以上を目

安とする） 

・ＳＮＳを個人情報保護に

配慮しつつ適切に活用す

る。 

 

・事務処理や会計処理に関

する定期的な研修機会の

確保と、合理化を図るた

めの業務改善に取り組

む。 

・ホームページの定期的な更新を行い、そ

の回数や頻度をできる限り増やした。 

 

 

・ＳＮＳを個人情報保護に配慮しつつ、適

切かつ積極的に活用した。 

 

 

・文書事務の効率化の取組 ４月から実施 

・チャットによる職員間の連絡方法の改善 

 ９月から実施 

・会計物品事務研修会の実施 １回 

研修情報 Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

事務 Ａ 

・学校行事だけにとどまらず、普段の学校生活

における生徒の授業や実習の様子などもハ

イペースで更新することができた。 

 

・ＳＮＳを適切に活用・配信し、学校広報に一

役買うことができた。 

 

 

・文書受付事務が大幅に短縮され、事業の取組

が以前よりも迅速になった。また、チャット

を活用することにより教職員に「情報を自分

から取りにいく」という意識が醸成されると

ともに、職員間の連絡が簡便になり業務の合

理化が図られた。 

７ 

教職員の働き

方改革とワー

クライフバラ

ンスの推進 

・夏・冬休み期間に、休暇

取得促進日を設定。 

 

・定期テスト２日目に、定

時退勤日を設定。 

・作業目標スケジュールに

よる業務管理。 

・期間中多くの職員が休暇を取得してい

る。農場管理、部活動の大会等もあり、

100％の取得は難しい。 

・定時退勤日が定着した。 

 

・会議などで作業目標スケジュールを使用

し、分かりやすい説明を行う等、定着し

つつある。 

総務 Ａ ・休暇取得促進日を増やし、休暇を取得しやす

い環境を作る。 

 

・定時退勤日だけでなく、平常時でも年休を  

 取得し、早く退勤できるように呼び掛ける。 

・作業目標スケジュールを共有するシステムの

構築が必要である。 

８ 

教育予算の効

果的運用と施

設・設備の計

画的な維持管

理 

・監査、会計物品検査での

指摘件数をゼロにする。 

 

 

 

・定期的に施設設備の点検

を行い、施設設備に起因

する事故発生をゼロにす

る。 

・「監査」、「かいの例月検査」、「会計事務

指導検査」の指摘件数はゼロだったが、

「物品検査」では「注意」の指摘があっ

た。 

 

・年３回の安全点検を行い、施設設備に起

因する事故発生はゼロであった。 

事務 Ｂ ・物品管理について「注意」となったため、今

後は４月の借受物品登録時と年１回の備品

点検において確実な確認を行っていく。 

 

・日頃から技能員、業務員による施設設備の確

認を行っており、台風や大雨の際には事前に

問題点に対処し事故を未然に防ぐことがで

きた。また、教職員による安全点検により危

険予測ができ、対策を取ることができた。 

 


